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一般国道55号阿南道路工事状況（那賀川町中島付近）※ 中島高架橋（仮称）の完成イメージ（那賀川大橋北詰）※

高速ネットワークは、災害発生時における地域の孤
立化を防ぎ、迅速な救急・救援活動を支えるととも
に、地域経済・産業の活性化に資する重要な社会資
本です。地域の「安心」と「活力」の両面を支える「四
国８の字ネットワーク」の一部として、四国横断自
動車道（阿南～徳島東）や桑野道路・福井道路の整
備が進められています。また、第１次緊急輸送道路
の一般国道55号阿南道路において、那賀川大橋付
近の４車線化等が進められています。

一般国道55号阿南道路　那賀川大橋付近
４車線化完成イメージ　※

Safe Road

道路
Safety

＆
Security

1那
賀
川
大
橋
付
近
の

４
車
線
化
工
事

平
成
31
年
度
完
成
へ

　

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
は
、

小
松
島
市
か
ら
阿
南
市
に
お
け
る

交
通
混
雑
の
緩
和
お
よ
び
交
通
の

安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
る
全
長
18
・
４
キ
ロ
の

国
道
バ
イ
パ
ス
で
す
。

　

現
在
、
那
賀
川
大
橋
付
近
で
発

生
し
て
い
る
慢
性
的
な
渋
滞
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
４
車
線
化
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
31
年

度
に
完
成
の
見
通
し
で
す
。

安全で安心なまちづくりはみんなの願い―。
今、市内の各所で防災・減災対策関連の工事が
着々と進められています。（※画像提供：国土交通省）

災害に強い
安全で安心な
まちづくり

＝ 特集 ＝
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四国横断自動車道（羽ノ浦町上岩脇地区、手前は下大野地区）※

「
安
心
」
と
「
活
力
」
を
支
え
る

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

四
国
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
形
状
か

ら
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
空

白
地
帯
を
結
ぶ
た
め
に
、四
国
横
断
自
動
車
道（
阿

南
～
徳
島
東
）
に
お
い
て
、
現
在
、
用
地
買
収
や

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

・
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

約
20
％
の
事
業
進し

ん

捗ち
ょ
く

（
平
成
25
年
度
末
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桑
野
道
路
・
福
井
道
路
に
お
い
て
、
現

在
、
調
査
・
設
計
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
民
生
活
の
大
動
脈

で
あ
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、
特
に

徳
島
県
南
部
地
域
か
ら
高
知
県
東
部

地
域
に
あ
っ
て
は
、
高
速
道
路
の
空

白
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
那
賀
川
の
水
と
共
に
生
き

る
阿
南
市
民
に
と
っ
て
、
春
・
夏
の

渇
水
や
長
期
の
取
水
制
限
に
よ
り
農

業
用
水
や
工
業
用
水
に
影
響
を
受
け

て
い
る
昨
今
、
那
賀
川
水
系
の
適
切

な
管
理
、
整
備
推
進
は
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。「
四
国
横
断
自
動

車
道
」、「
桑
野
道
路
」・「
福
井
道
路
」、

「
長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
」
等
の
一

日
も
早
い
完
成
は
市
民
の
願
い
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

阿
南
商
工
会
議
所
や
阿
南
市
議
会
、

各
種
団
体
等
の
関
係
者
で
組
織
し

た
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」
お
よ
び
「
那
賀
川

渇
水
対
策
協
議
会
」
と
連
携
し
、
国

土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
や
徳
島

県
、
さ
ら
に
は
中
央
省
庁
（
財
務

省
・
国
土
交
通
省
）
や
県
選
出
国
会

議
員
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の
国
会

議
員
等
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
、
着
実
に

関
係
予
算
が
確
保
さ
れ
、
各
種
事
業

の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

太田国土交通大臣に要望する岩浅市長

市
民
の
声
を
国
に
届
け
る
！

関
係
機
関
と
連
携
し
、
要
望
活
動
を
積
極
的
に
展
開

特集 災害に強い 安全で安心なまちづくり

４
車
線
化
区
間

Ｌ
＝
2.1
㎞

阿
南
道
路
　
Ｌ
＝
18・４
㎞

四
国
横
断
自
動
車
道（
阿
南
〜
徳
島
東
）Ｌ
＝
17・７
㎞

桑
野
道
路
Ｌ
＝
6.5
㎞

福
井
道
路
Ｌ
＝
9.6
㎞

（起）阿南市下大野町渡り上り

（終）徳島市北沖洲

（起）阿南市下大野町渡り上り

（終）阿南市内原町桜木

（終）阿南市福井町小野

（終）阿南市橘町青木

（起）小松島市大林町森ノ本

（起）阿南市内原町桜木

徳島市

阿南市

小松島市

徳島東
（仮称）

小松島
（仮称）

阿南
（仮称）

長生IC
（仮称）

桑野IC
（仮称）

新野IC
（仮称）

小野IC
（仮称）

日和
佐道
路

※

※

四国８の字ネットワークの空白地帯
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那賀川

派川那賀川

桑野川

来るべき南海トラフの巨大地震等に備え、東日本大
震災を教訓として、那賀川および派川那賀川（桑野
川）の河口部において、堤防嵩

かさ

上
あ

げや液状化対策等
が進められています。また、台風や近年多発傾向に
あるゲリラ豪雨等による洪水、浸水に備え、長安口
ダム改造事業や深瀬地区等無堤地区における築堤事
業が進められています。（画像提供：国土交通省）

Safe River

河川
Safety

＆
Security

2

計画堤防高 TP．7.80m

那賀川河口部「右岸側」の断面図（イメージ）

現況堤防高 TP．約５m程度

那賀川

耐震・液状化対策

辰巳工業団地
嵩上げ

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
堤

防
が
液
状
化
に
よ
り
沈
下
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
襲
し
た
巨
大
津
波
に
よ

り
堤
防
は
破
壊
さ
れ
、多
く
の
生
命
・

財
産
が
失
わ
れ
る
甚
大
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
今
後
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
等
へ

備
え
る
た
め
、
那
賀
川
、
派
川
那
賀

川
（
桑
野
川
）
の
河
口
部
に
お
い
て
、

現
在
、
堤
防
の
嵩か

さ

上あ

げ
、
耐
震
・
液

状
化
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
水
樋
門
の
遠
隔
操
作
化
・

自
動
化
は
平
成
24
年
度
に
完
了
し
て

い
ま
す
。

那
賀
川
、
桑
野
川
河
口
部

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

那
賀
川
流
域
の
安
全
・
安
心

を
め
ざ
し
て

　

那
賀
川
水
系
の
河
川
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

「
安
全
で
安
心
で
き
る
那
賀
川
水
系
の
未
来

が
拓ひ

ら

け
る
川
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
関

係
機
関
や
流
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
・
連

携
を
図
り
つ
つ
、
治
水
・
利
水
・
環
境
に
関

わ
る
施
策
を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
19
年
６
月
に
策
定
し
た
「
那
賀
川
水
系

河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
無
堤
地
区
の

解
消
を
目
的
と
し
た
河
川
改
修
事
業
に
約
４

億
円
、
東
南
海
・
南
海
地
震
等
対
策
事
業
に

約
35
億
円
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
に
約
36

億
円
の
予
算
配
分
が
あ
り
、
事
業
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

桑野川

派川那賀川

阿南市

那賀川

富岡水門前田樋門

天神前樋門

那賀川河口部工事状況
（上段：液状化対策、下段：堤防嵩

かさ
上
あ
げ）
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那賀川

派川那賀川

桑野川

　

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
は
、
那
賀

川
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
貯
水
池
容
量
の

振
り
替
え
に
よ
る
洪
水
調
節
容
量
お

よ
び
不
特
定
容
量
の
増
量
を
行
う
と

と
も
に
、
洪
水
調
節
能
力
向
上
の
た

め
の
放
流
設
備
の
増
設
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
、
ダ
ム
本
体
の
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
那
賀

川
無
堤
地
区
の
う
ち
、
深
瀬
地
区
の

築
堤
事
業
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

と
と
も
に
、
今
後
、
加
茂
地
区
の
用

地
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
「
那

賀
川
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組

が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業

那
賀
川

無
堤
地
区
の
解
消

※
「
那
賀
川
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
那
賀

川
・
桑
野
川
流
域
の
将
来
あ
る
べ
き
防
災
の
姿

と
し
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地

域
の
再
構
築
、
人
的
被
害
の
軽
減
」
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

選択取水
設備設置

減勢工改造

クレスト
ゲート新設

長安口ダム改造イメージ

深瀬地区工事状況

長安口ダム改造後（イメージ）

特集 災害に強い 安全で安心なまちづくり
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新庁舎建設は昨年３月に着工し、分庁舎の解体後、
砂杭打設による地盤改良、免震装置設置を含む基礎
から地下１階にかけての工事を終え、現在は、高層
部の鉄骨建て方工事を行っています。
高層部は７階建てで、高さは 36.8 ｍ。中心市街地
の建物ではもっとも高く、完成すれば阿南市のラン
ドマーク的存在になります。

防災行政無線は、合併前の旧１市２町でそれぞれ整
備されていましたが、合併後、市役所本庁から一斉
放送ができないことや、機器の老朽化により有事の
際の利活用が懸念されることから、総事業費 13億
4千万円をかけて平成 24年度から整備しています。

Safe City Hall

庁舎

Wireless Station For
Disaster Prevention

無線

Safety
＆

Security

Safety
＆

Security

3

4

市
内
全
域
に
一
斉
放
送

双
方
向
通
信
も
可
能
に

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
設
備
は
、

地
震
、
台
風
、
水
害
な
ど
の
災
害
情

報
や
緊
急
情
報
を
屋
外
に
設
置
し
た

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
音
声
や
サ
イ
レ

ン
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
災
害
時
に
住
民
の
生
命

お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

平
常
時
は
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど
に
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
国
が

発
信
す
る
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
瞬

時
に
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
運
用
や
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ

ン
ネ
ル
へ
の
テ
ロ
ッ
プ
挿
入
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
の
携
帯
３
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）

同
時
配
信
と
放
送
内
容
が
メ
ー
ル
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
屋
外
拡
声
子
局
に
ア
ン

サ
ー
バ
ッ
ク
機
能
を
付
加
し
て
お
り
、

外
部
接
続
箱
に
内
蔵
さ
れ
た
マ
イ
ク

で
親
局
と
通
信
が
可
能
と
な
り
、
子

局
単
体
で
の
外
部
放
送
も
行
え
ま
す
。

　

現
在
、
旧
阿
南
市
の
沿
岸
部
お
よ

び
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
に
お
い
て

運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の

長
生
・
大
野
・
加
茂
谷
・
新
野
地
区

の
一
部
の
地
区
に
つ
い
て
も
、
６
月

末
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

災
害
対
策
の
拠
点
施
設

充
実
し
た
防
災
機
能

　

新
庁
舎
は
、
最
新
の
耐
震
基
準
を

満
た
し
、
地
震
時
に
揺
れ
を
抑
え
る

た
め
の
免
震
構
造
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
震
災
直
後
で
も
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
維
持
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し

た
場
合
で
も
そ
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、
自
家
発
電
設
備
等
を
７
階
に

設
置
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、

低
層
部
１
階
を
情
報
広
場
と
し
て
開

放
す
る
ほ
か
、
市
民
広
場
も
災
害
対

策
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。高層部建設

移転・一部運用開始
解体・低層部建設
移転・運用開始

今後の施工計画（平成26年５月現在）
H27.2 4 H28.1 11

H25.4.24　安全祈願祭

現在、高層部（７階建て）を建設中

▲外部接続箱に内
　蔵されたマイク

H25.11　基礎工事完了
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津波対策の１次避難場所および物資等の輸送基地と
して、ゆたか野地区防災公園、津乃峰地区防災公園
を整備しています。ゆたか野地区防災公園は、県の
新津波浸水想定（H24.10）により、公園の計画高
を見直し、平成26年度中の完成をめざします。津
乃峰地区防災公園は、耐震性貯水槽、備蓄倉庫など
が完成し、今後は園路整備、休憩施設、照明灯、植栽、
舗装工事を行い、平成27年度中の完成をめざします。

Evacuation
Facilities

避難施設

Safety
＆

Security

6

津乃峰地区防災公園完成イメージ図（津乃峰町西分）

ゆたか野地区防災公園完成イメージ図（那賀川町）

津乃峰総合センター完成イメージ図

阿南中学校改築工事完成イメージ図

完成間近の新校舎。８月上旬に引っ越し予定。

津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
４
月
開
所
予
定　

　

津
乃
峰
地
区
の
津
波
避
難
困
難
箇
所

や
２
次
避
難
所
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

同
町
長
浜
に「
津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
４
階
建
て
の
複
合
施
設
で
、
公
民

館
の
ほ
か
に
学
童
保
育
、
消
防
詰
所
が

入
居
し
ま
す
。
災
害
時
に
１
次
、
２
次

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
平
常
時
は
防
災
ま
ち
づ
く
り

拠
点
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
実
施
設
計
お
よ
び
造
成
工
事

が
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
建
設
工
事

に
着
手
し
、
平
成
28
年
４
月
の
開
所
を

め
ざ
し
ま
す
。

学校施設の耐震化は平成20年度に着手し、現在まで
に小学校22棟、中学校14棟、幼稚園２棟の耐震補強
工事および改築工事を実施しています。平成26年３
月末現在の耐震化率は90.8％（幼稚園100％）です。
今年度は、阿南第一中学校の剣道場耐震補強工事、阿
南中学校の校舎改築、屋内運動場改築工事を行うなど、
引き続き学校施設の耐震化を進めます。

Safe School

学校
Safety

＆
Security

5

学
校
施
設
の
改
築
工
事

平
成
27
年
度
完
了
予
定

　

阿
南
中
学
校
は
、
建
設
以
来
、
す

で
に
45
年
が
経
過
し
、
経
年
に
よ
る

施
設
の
老
朽
化
の
進
行
に
加
え
、
耐

震
性
も
著
し
く
劣
る
こ
と
か
ら
、
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に
か
け

て
改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
校

舎
棟
の
改
築
工
事
は
、
６
月
末
に
完

成
す
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
は
、
既
設
校
舎
解
体
・
屋
内

運
動
場
（
体
育
館
）
改
築
工
事
、
平

成
27
年
度
に
は
、
既
設
屋
内
運
動
場

解
体
・
外
構
整
備
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特集 災害に強い 安全で安心なまちづくり
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
「
あ
な
な
ん
」
を
日
本
一
へ
!!
～

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
版
画
（
吹
田
文
明
画
伯
作
）

４
点

美
波
町
日
和
佐
浦　

松
下
博
子

様
か
ら
阿
南
市
文
化
振
興
の
発

展
の
た
め
に

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
所
得
証
明
書
等

の
発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　

６
月
２
日
㈪
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　

６
月
６
日
㈮
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
の
募
集

　

阿
南
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
商
工
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
指
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
は
、

次
の
期
間
に
お
い
て
、
募
集
要
項

等
関
係
書
類
を
入
手
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間　
６
月
10
日
㈫
～
７
月
11
日
㈮

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
募
集
要

項
を
公
表
し
ま
す
。
関
係
書
類
は

商
工
観
光
労
政
課
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件
は　
次
の
①
～
③
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

　

先
日
、
徳
島
市
で
女
子
中
学

生
数
人
と
あ
る
会
合
で
一
緒
に

な
り
ま
し
た
。「
阿
南
市
長
さ

ん
、
阿
南
す
て
き
で
す
」。
私

は
、「
え
？
」
と
首
を
か
し
げ

る
と
、
私
の
背
広
の
胸
に
あ
る

「
あ
な
な
ん
」
の
バ
ッ
ジ
を
指

さ
し
た
の
で
す
。「
こ
れ
で
す
」。

私
は
驚
く
と
同
時
に
う
れ
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
で

す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
は
、
ゆ
る

い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
略
で
、
最
近
で
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
町
お
こ
し
な
ど
、
地

方
公
共
団
体
を
含
め
一
大
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
に
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
０
４
点

の
作
品
の
中
か
ら
市
内
小
中
学

生
の
投
票
に
よ
り
、
断
然
に
１
位

と
し
て
「
あ
な
な
ん
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。「
あ
な
な
ん
」
は
、
阿

南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
と
「
ラ

イ
オ
ン
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
が
、
性
別
は
不
明
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ

た
日
本
女
性
会
議
（
全
国
か
ら
２

３
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
訪
れ

た
会
議
）
で
、
着
ぐ
る
み
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
市
の
主
催
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
合
計
44
回
出

張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票
し

て
く
れ
た
小
中
学
校
へ
も
お
礼
を

兼
ね
て
Ｐ
Ｒ
訪
問
を
し
て
、
今
後

も
学
校
訪
問
を
続
け
ま
す
。

　

今
年
の
11
月
１
日
に
は
、
愛
知

県
の
中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア

特
設
会
場
に
て
開
催
さ
れ
る
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

４
」
に
初
出
場
し
ま
す
。
現
在
、

全
国
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
イ
メ
キ
ャ
ラ

ブ
ッ
ク
で
は
、
１
６
０
０
を
超

え
る
作
品
の
中
で
、
全
国
26
位

（
５
月
17
日
現
在
）
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。
四
国
で
の
順

位
は
２
位
、
徳
島
県
で
は
圧
倒

的
に
第
１
位
で
す
。
参
考
ま
で

に
、
徳
島
県
の
す
だ
ち
く
ん
は

全
国
３
４
４
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
12
月
１
日
に
は
４
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
「
あ
な
な
ん
」。
11
月
に
日

本
一
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
応
援
し

て
く
だ
さ
い
!!

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪
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平
成
26
年
度

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

介
護
保
険
負
担
限
度
額
申
請

　

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食

費
の
負
担
額
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
は
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
方
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
交
付
し
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
６
月
30
日
㈪
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
先・問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・

な
が
い
き
課（
☎
22

－

１
７
９
３
）

へ
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と
は
、

農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機

能
の
維
持
を
図
る
た
め
の
地
域
活

動
を
支
援
す
る
制
度
で
、
こ
れ
ま

で
の
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
制

度
を
再
編
し
て
平
成
26
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
者
や
周
辺
住
民
等

で
活
動
組
織
を
作
り
、
市
と
協
定

を
結
ん
で
実
施
す
る
活
動
（
農
地

法
面
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
、

水
路
の
補
修
等
）
に
対
し
て
、
交

付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
交
付
金

は
作
業
日
当
や
補
修
に
用
い
る
資

材
購
入
費
等
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６

月
末
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－
１
５
９
９
）
へ

「
防
災
講
座
」参
加
者
募
集

　

今
後
求
め
ら
れ
る
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

対
象　
自
主
防
災
組
織
の
会
員

日
時　
６
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

50
分
～
午
後
３
時（
昼
休
憩
あ
り
）

場
所　
文
化
会
館　

研
修
室

内
容　
▼
基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら

の
自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
」
特

定
非
営
利
活
動
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ

ト
代
表
理
事　

石
井
布
紀
子
さ

ん
▼
事
例
発
表　

自
主
防
災
組

織
（
県
南
の
３
団
体
）
▼
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

定
員　
40
人

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切
日　
６
月
13
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）

へ
農
地
中
間
管
理
機
構
の
設
立

　

農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
や
農

業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方
や
農
地

の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、
本
年
７
月
と
11
月
に
公
益

財
団
法
人
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
募
を
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
農
業
開

発
公
社
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

３
０
８
３
）
ま
た
は
農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

　
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加

入
し
て
、
原
則
と
し
て
最
低
25
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
免
除
・
納
付
猶
予
期

間
を
含
む
。）

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格

期
間
が
25
年
を
満
た
し
て
い
な
い

人
や
、
25
年
以
上
あ
る
が
満
額
と

な
る
40
年
に
満
た
ず
年
金
額
を
増

や
し
た
い
人
な
ど
が
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
、

特
例
的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
60
歳
に

到
達
し
た
日
以
降
、
任
意
加
入
の

申
出
書
と
口
座
振
替
の
申
出
書
の

両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

～スローガン～

「おいしいな　だいじなお水ごくごくり」

私たちの暮らしに欠かすことのできない水は限
りある貴重な資源です。水への理解を深め、暮
らしに役立て、節水を心掛けましょう。

こんなときは水道の届け出を
・新しく水道を使うとき
・引越しするとき
・長期間、使用しないとき
・使用者の名義が変わるとき
・そのほか変更があるとき

水道メーター・水道管の移設
家の建て替えや庭の工事等で水道メーターや水
道管を移動する場合は、市指定水道工事店を通
じて申請書を提出してください。
※費用は自己負担になります。

水道料金の納付は便利な口座振替のご利用を！
口座振替の手続きは市内の金融機関でできます。

問い合わせは
●水道の届け出および水道料金等に関すること
阿南市水道料金お客様センター
（業務課内☎22−0587）へ
●道路からの漏水、修繕工事、給水装置の新設
と変更工事および水道工事店に関すること
工務課（☎22−3295）へ

６月１日～７日は水道週間！
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く

力
強
く
伸
び
る
花
「
ひ
ま
わ
り
」

を
咲
か
せ
、
ま
ち
を
彩
り
ま
し
ょ

う
。

種
子
の
配
布
場
所　
市
役
所
案
内

窓
口
、
企
画
政
策
課
、
各
支
所
、

各
住
民
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
で
は
、
差
別
落
書
き
等
の

防
止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販

店
の
ト
イ
レ
な
ど
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

人
権
を
ふ
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書

き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
等
の
定
期

的
な
点
検
を
実
施
し
、
ト
イ
レ
な

ど
は
常
に
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況

を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見

し
た
時
は
、
そ
の
場
で
消
去
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

第
２
回
阿
南
市
人
権
教
育・

啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
24
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

内
容　
「
女
性
の
人
権
と
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
課
題
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

歯
朶
山
加
代
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
６
月
16
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

「
古
文
書
を
読
む
会
」

受
講
者
募
集

対
象　
市
内
在
住
の
方

日
時　
７
月
～
12
月
ま
で
の
毎
月

第
２
水
曜
日(

８
月
は
６
日
開
催)

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
阿
南
図
書
館
３
階　

視
聴

覚
室

募
集
人
数　
30
人
程
度
（
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

申
込
方
法　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
日　
６
月
20
日
㈮
（
消

印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

０
０
１
１　

領
家
町

本
荘
ケ
内
１
２
１
番
地　

阿
南
図

書
館
内　

市
史
編
さ
ん
室
（
☎
22

－

１
５
７
３
）
へ

短
期
講
座「
浴
衣
着
付
け
」

受
講
者
募
集

日
時　
６
月
25
日
㈬
、
７
月
２
日

㈬
、
９
日
㈬
、
16
日
㈬
の
午
後
７

時
～
９
時

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
20
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料　
無
料
（
当
ホ
ー
ム
未
登

録
者
は
入
会
費
１
０
０
０
円
が
必
要
）

講
師　
中
岡
百
合
枝
さ
ん

持
参
物　
浴
衣
、
半
幅
帯
、
肌
襦

袢
、
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト
１
本
、
伊

達
締
め
、
腰
ひ
も
２
本
、
洗
濯
ば

さ
み
１
個
（
襟
止
め
用
）、
タ
オ

ル
２
～
３
本

申
込
締
切
日　
６
月
19
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
～
８
時
）

阿
南
市
身
体
障
害
者
連
合
会

定
期
総
会・体
育
大
会
開
催

日
時　
７
月
５
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
で
き
る
方　
▼
市
内
に
在
住

し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
▼
こ
の
大
会
に
賛
同
さ

れ
る
市
民
の
方

持
っ
て
く
る
も
の　
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
と
連
合
会
費
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
23
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）

へ

○高校総体協賛　県高校南部ブロック大会
　１日㈰　10:00～　３位決定戦　決勝戦

○四国アイランドリーグplus
　７日㈯　18:00～
　　　徳島インディゴソックス
　　　　VSソフトバンクホークス（３軍）
　８日㈰　13:00～
　　　徳島インディゴソックス
　　　　VSソフトバンクホークス（３軍）

○野球観光ツアー
　14日㈯	 奥出雲マスターズ（島根県）
	 大安クラブ（三重県）
	 宇部カッタ君（山口県）

○阿南市高校新人交流戦
　21日㈯　10:00～　
　　新野高校VS高知農業高校

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

６月の日程

全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）を利用した緊急地震速
報の情報伝達訓練が全国一斉に
実施されます。本市では、防災
行政無線とケーブルテレビの自
主放送チャンネルで訓練放送を
行いますので、ご協力ください。
日時　６月５日㈭　10:15 頃
ご注意ください　テレビ・ラジ
オ・携帯電話（緊急速報メール）
では放送されません。
※気象・地震活動の状況等に
よって中止することがあります。
問い合わせは　
防災対策課（☎22−9191）へ

緊急地震速報
の情報伝達訓
練を実施

6/5
㈭
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後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重
症化の予防のため、健康診査を実施します。
健康診査の対象となる方には「健康診査受診券」を送付しますので、ぜひ受診しましょう。
健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　受診費用　無料

平成26年度後期高齢者医療制度の健康診査について

対　　象　　者 健康診査申込書の
送付時期（予定） 健康診査受診券の送付時期 受診期間

入院・施設等へ入所をされていない方または
生活習慣病と診断されていない方 　　　　 ８月（予定）

受診券を受け
取ってから、
平成26年12月
31日まで

上記以外の方で、平成26年４月以降に血液
検査や尿検査をされていない方

受診を希望される方は、８月以降に保険年金課窓口に
備え付ける健康診査申込書によりお申し込みください。
締切は、11月末頃を予定しています。

平成26年１月
１日～９月30
日までの間に
後期高齢者医
療制度に加入
された方

１月１日～３月31日に加入 ５月 加入時期に応じ、健康診査申込書
を送付します。
入院をされていない方または生活
習慣病と診断されていない方で受
診を希望される方は、広域連合事
務局までお申し込みください。受
診券を後日送付します。

４月１日～５月31日に加入 ６月

６月１日～７月31日に加入 ８月

８月１日～９月30日に加入 10月

10月以降に後期高齢者医療制度に加入される方は健康診査の対象外となります。
後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されている健康保険で健康診査を受診してください。
入院をされていた方または生活習慣病と診断された方はすでに健康状態を把握され、医師の指導を受けていると考え
られることから、健康診査の対象者から除いています。
生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、脂質異常症、
虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があり
ます。
問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）
　　　　　　　または保険年金課（☎22−8064）へ

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○パンフラワー展　８日㈰まで
○樹脂粘土で作った小さな花　10日㈫～ 22日㈰
○染織作品展　24日㈫～７月６日㈰

■体験コーナー
○樹脂粘土でかわいいスミレをつくりましょう
14日㈯　13:00	～15:00
【申込締切日】13日㈮　【参加費】500円
【定員】20人

○お琴の伴奏で懐かしい歌を歌いましょう
15日㈰　13:30	～15:00
【申込締切日】13日㈮　【定員】20人

○「パステル和アート」体験
22日㈰　14:00	～16:00
【申込締切日】20日㈮　【参加費】１,000円
【定員】７人

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中!

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

光 ６月の催しのまちステーションプラザ

●本年度の重点目標
　①いじめの防止・体罰の禁止　②学力向上　③人権教育の推進
●阿南市教育功労者の選出および表彰式（総務課）
●阿南市社会教育指導員の委嘱（生涯学習課）
●子ども体験活動支援センターコーディネーターの委嘱（生涯学習課）
●阿南市立公民館分館長の委嘱（生涯学習課）
●阿南市教育集会所長の委嘱（人権教育課）
定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

４月定例会（４月22日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

あぶない ! こんなに事故が
〈阿南署管内の平成26年４月分合計〉

交
通
事
故

件　数 179件 （765）救　
　

急

件数 287件
（1,146）

火　
　

災

件　数 1件（13）
死　者 0人 （1） 搬送

人員
280人	

（1,103） 損害額 16,489千円
（21,225千円）負傷者 27人 （121）

※カッコ内は平成26年1月からの累計。損害額は未確定分を含んでいません。
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東 京アラカルト

阿南市東京事務所は、日本の政治の中枢「永田

町・霞が関」と文化・流行の発信地「有楽町・銀

座」の結び目にある日比谷公園の一角、「市政会

館」の中にあります。

市政会館は、東京市政調査会の会館として 1929

年に後藤新平によって建造されました。後藤新平

は、関東大震災後に帝都復興計画を立てた人物で

す。彼は、都市計画を行うためには、政策立案の

ベースとして科学的な調査が重要であると考え、行政を科学的に研究する中正独立の調査機関を提唱

して、1922 年に東京市政調査会を設立しました。これに共感した銀行家安田善次郎が会館の建築資

金を提供し、当時、東京市がどうしても欲しかった公共施設である公会堂をセットにすることで、日

比谷公園内に建てることができました。

現在、市政会館は、東京都選定歴史的建造物となっており、このような伝統ある建造物の中で、阿南

と東京を結ぶ活動を行っています。

「市政会館と東京事務所」

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍する

阿南市出身の方々などを紹介するコーナー

Vol. ３

市では、災害時や救急現場などで急病やケガを
した人の日頃の様子をスムーズに把握するため、
「救急安心カード」を作成しました。
このカードは、家族の人それぞれの名前や生年
月日、血液型、かかりつけの病院、治療中の病
気、緊急連絡先などを書いておくためのもので
す。駆け付けた救急隊員は、受入先の病院に傷
病者の容態を伝える必要があり、名前や生年月
日、治療中の病気などをお聞きします。その際、
家族や関係者がいなかったり思い出せなかった
りしても、「救急安心カード」があれば的確に
状況を把握することができます。特に、健康に
不安のある方や高齢の方などに備えていただき
たいカードです。いざという時に備え、外出時
にも携行しましょう。

問い合わせは　消防本部（代表☎22−1120）、
消防署（☎22−3847）へ

備えよう！救急安心カード

急病やケガ人発生

救急隊現場活動
応急処置救急出動

119番通報

病院を手配し搬送

救急隊が「救急安心カード」
情報により名前や病歴を確
認し適切な病院を選定後
病院手配、家族連絡。

※
救
急
安
心
カ
ー
ド
は
、
今
月
号
に

折
り
込
ん
で
い
ま
す
。救急安心

カ ー ド

火災・救急は 119
（０８８４）２２－９９９９火災・救急病院の問合せ

（テレホンサービス）

記入年月日：年月日
本人氏名性　別

住　所徳島県阿南市　　　　　町

電　話

生年月日血液型

かかりつけ病院 ① （診療科）

緊急時
連絡先

飲んでいる薬

かかりつけ病院 ② （診療科） 飲んでいる薬

いまかかっている 病気

アレルギー

手術歴（入院歴）など

その他 伝えたいこと

① 氏 名 続  柄
電話番号 　　　 －   　　　－ 　　　　 （  　　）

② 氏 名 続  柄
電話番号 　　　 －   　　　－ 　　　　 （  　　）

（表面） （裏面）
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平成25年度
阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況

　平成25年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の
規定により公表します。

２　個別協定
　⑴　協定数　１協定　　⑵　対象面積　10a　　⑶　交付金額　21千円

※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

◇中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中
山間地域において、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体制
整備に向けた前向きな取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け取る
ことができる制度です。           

問い合わせは　農林水産課（☎22－1598）へ    

１　集落協定
　⑴　協定数　27協定　　⑵　対象面積　11,768a　　⑶　交付金額　20,762千円

集落名 対象面積
（a）

交付金額
（千円）

主な共同取組活動の内容
（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不整形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

金 石 167 19 148 168 水路・農道等の管理
水 井 279 141 138 365 水路・農道等の管理
細 野 469 299 158 12 652 水路・農道等の管理
成 松 329 329 692 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
喜 来 659 659 1,385 水路・農道等の管理、サポート体制の維持、その他
中 喜 来 141 141 237 水路・農道等の管理、その他
元 信 1,382 1,283 62 37 2,788 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
貞 信 777 777 1,305 水路・農道等の管理
大 根 上 239 239 402 水路・農道等の管理

海 老 川 1,213 1,158 18 23 14 2,479 水路・農道等の管理、農作業の共同化、農業生産条件の強化、
鳥獣害対策

秋 山 135 92 20 23 238 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
清 貞 380 359 21 624 水路・農道等の管理
平 川 内 205 203 2 344 水路・農道等の管理
生 谷 214 214 359 水路・農道等の管理

船 頭 ヶ 谷 1,170 1,170 1,966 水路・農道等の管理、農作業の共同化、鳥獣害対策、非対象
農家との連携

八 原 毛 540 540 1,135 水路・農道等の管理、協定農用地の拡大、農作業の共同化、
新規就農者の確保、サポート体制の維持

香 236 236 398 水路・農道等の管理、農作業の共同化
平松・高瀬 180 180 302 水路・農道等の管理
働 々 814 775 39 1,327 水路・農道等の管理、農作業の共同化
尻 杭 332 247 85 471 水路・農道等の管理
横 尾 谷 135 135 285 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
長 谷 川 180 180 303 水路・農道等の管理
長 谷 川 東 111 111 187 水路・農道等の管理
辺 川 648 545 103 1,011 水路・農道等の管理、鳥獣害対策、水源地の保全
貝 谷 355 346 9 590 水路・農道等の管理
赤 崎 194 74 120 236 水路・農道等の管理
壱 升 ヶ 森 284 219 65 513 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

13　広報あ な ん 2014.06



　

市
制
施
行
55
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ

た
「
市
民
劇
団
ふ
る
さ
と
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
『
新
開
桜
』」
が
５
月
５
日
、
６
日
に
夢

ホ
ー
ル
で
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
舞
台
は
日

に
よ
っ
て
一
部
演
者
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
キ
ャ

ス
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
計
４
回
の
公
演
に
は
、

１
３
２
６
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
牛
岐
城
趾
に
４

０
０
年
以
上
咲
き
続
け
、
阿
南
を
見
守
り
続

け
て
き
た
「
新
開
桜
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
10
月
に
公
募
さ
れ
た
「
新
開

桜
」
劇
団
の
皆
さ
ん
は
、
半
年
前
か
ら
厳
し

い
練
習
を
重
ね
、
ま
た
、
大
道
具
や
衣
装
も
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
出
演
者
の
保
護
者
が

協
力
し
て
制
作
。
物
語
で
重
要
な
役
割
を
果

た
す
新
開
桜
の
巨
大
セ
ッ
ト
か
ら
出
演
者
の

草
履
ま
で
、
一
つ
一
つ
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

公
演
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
座
・
中
村
園
太
夫

座
（
新
野
町
）
や
市
内
の
劇
団
と
交
流
の
あ

る
劇
団
・
気
仙
沼
う
を
座
（
宮
城
県
気
仙
沼

市
）
も
出
演
。
そ
の
ほ
か
、
演
出
、
振
り
付

け
な
ど
含
め
、
総
勢
約
１
３
０
人
の
力
を
結

集
し
た
大
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
最
悪
だ
ー
!!
」。
物
語
は
、
東
京
に
住
む

中
学
３
年
生
の
少
年
、
優
希
の
切
実
な
叫
び

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
父
親
の
借
金
に
リ
ス
ト

ラ
、
自
身
の
不
登
校
…
。
そ
ん
な
優
希
が
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
両
親
の
故
郷
、
阿
南
を

訪
れ
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
優
希
は
、
新
開
桜

の
咲
き
誇
る
不
思
議
な
世
界
に
迷
い
込
み
、

戦
国
の
世
に
生
き
る
老
将
、
新
開
入
道
道
善

と
出
会
い
ま
す
。
人
を
思
い
や
り
、
共
感
す

る
「
仁
」
の
心
。
損
得
に
関
わ
ら
ず
、
や
る

べ
き
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
「
義
」
の
心
。
最

初
は
現
実
か
ら
逃
げ
て
ば
か
り
だ
っ
た
優
希

も
、
道
善
の
教
え
を
胸
に
少
し
ず
つ
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
不
安
や
悩
み
を
抱
え
な
が
ら

も
前
を
向
く
そ
の
ひ
た
む
き
な
姿
は
、
大
き

な
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
出
演
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
柄
に
応
じ
た
絶
妙
な
演
技
を
披
露
。

そ
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
か
ら
は
、
ひ
と
つ
の

舞
台
を
や
り
終
え
た
達
成
感
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
特
に
、
桜
吹
雪
が
舞
う
な
か
で
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
迫
力
満
点
。
会
場
全
体
が
感

動
の
渦
に
包
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
大
人
に
な
る
と
忘
れ
が
ち
な
大
切
な
心

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
」「
阿
南
の

歴
史
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
地
元
へ

の
愛
着
が
増
し
ま
し
た
」。
観
客
の
皆
さ
ん

も
、
不
屈
の
老
将
が
新
開
桜
に
託
し
た
未
来

へ
の
思
い
を
し
っ
か
り
胸
に
受
け
取
っ
た
よ

う
す
。
公
演
後
、
明
る
く
な
っ
た
客
席
に
は
、

ハ
ン
カ
チ
で
涙
を
ぬ
ぐ
う
姿
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。

不
屈
の
老
将
が
新
開
桜
に
託
し
た
思
い
を

大
好
き
な
ふ
る
さ
と
阿
南
で
伝
え
よ
う

市制施行55周年記念企画
市民劇団ふるさと創作ミュージカル

※
題
字
は
天
羽
直
子
さ
ん
（
見
能
林
町
）

Shingai Z
akura

リポート
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新開桜劇団の皆さんから感想が届きました

初舞台で強く感じたことは、衣
装や舞台を作ってくれる保護者
やスタッフの方がいるから、役
者と作品が生きるということで
した。先生方や劇団の皆さん、
応援してくださった方など、数
え切れない方への感謝の気持ち
でいっぱいで
す。本当にあ
りがとうござ
いました。

西條愛実さん（19歳・宝田町）
現代の阿南で優希たちとミュー
ジカルに取り組む少女、美緒役
で出演。グループリーダーとし
て、本番・練習を問わず、子ど
もたちのまとめ役として活躍し
ました。

山本	明さん（57歳・長生町）
裏方スタッフとして、大道具の
制作や舞台転換などを担当。チ
ームワークを結集して制作に取
り組んだ新開桜の幹は、近くで
見ても非常に精巧な出来栄えで
した。

公演の写真は、市ホームペー
ジ「広報編集長の小窓」でも
ご紹介しています。
たくさんの方が涙した感動の
舞台を写真で振り返りません
か。ぜひご覧ください。

立田優詞さん（17歳・畭町）
戦国時代、新開入道道善の教え
子として登場する五郎丸役で出
演。舞台で演技をするのは今回
が初めてですが、しっかりした
役作りで難しい役を演じ切りま
した。

多くの方のおかげで、最大の難
関である幅４ｍ、高さ5.4ｍの
新開桜のセットも完成させるこ
とができました。舞台上の転換
も大変で、時には朝４時まで先
生にご指導を頂く場面もありま
したが、阿南市を題材としたこ
の舞台に関わ
れたことにと
ても感謝して
います。

演技もリーダーの大役も、ミュ
ージカル初挑戦の私には予想以
上に大変で、正直辞めたいと思
ったことも。でも、練習を進め
るうちに仲間との絆も深まり、
演技の楽しさを知ることができ
ました。お客さんが喜んでくれ
たので、最後
まで頑張って
本当に良かっ
たと思います。

15　広報あ な ん 2014.06
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ササユリ
群生地

通夜堂

野辺崎

西
国
三
十
三
番

ミ
ニ
霊
場
の
参
道
に

サ
サ
ユ
リ
が
自
生
し
て
い
る

ササユリ
群生地

空也上人上陸の
地といわれる

小・中学校

當所神社
地蔵峠

伊島

前島

棚
子
島

くうやしょうにん

カ
ベ
ヘ
ラ

湿
地日本の重要湿地500に選定 紀伊水道を一望できる

①四国最東端　E134°49′25″
②伊島灯台　昭和31年に初点灯した白い角柱型灯台。高さ22m。
③のろし山　江戸末期、外国船が来たことを知らせる「のろし場」があった。
④カベヘラ　紀伊水道が一望できるビューポイント。崖下には大きな洞窟があり高さ30ｍの潮を噴き上げている。
⑤三昧六地蔵　三昧の地蔵堂の前で葬式が行われ、死者は境内の六地蔵尊に導かれ極楽浄土へ行くと信じられている。
⑥松 林 寺　本尊は一木造りの十一面観音（高さ70㎝）。空也上人の作と伝えられている。
⑦可動式防波水門　港内に設置されたものとしては全国初。
⑧弁 才 天　音楽や知恵の神であるが、伊島では漁業神として信仰があつい。
⑨湿　　地　かつて水田が開かれていたところで、希少昆虫の生息や水生植物が確認されており、
　　　　　　環境省の「日本の重要湿地500」に選定されている。
⑩野尾辺の観音堂　平安の昔、空也上人が来島して堂を建立したと伝えられている
　　　　　　　　　松林寺の奥の院。本尊は十一面観音像。

伊
島

⑩

⑨

⑧

⑥
⑤ ④

②

①

⑦

③
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群生地

通夜堂

野辺崎

西
国
三
十
三
番

ミ
ニ
霊
場
の
参
道
に

サ
サ
ユ
リ
が
自
生
し
て
い
る

ササユリ
群生地

空也上人上陸の
地といわれる

小・中学校

當所神社
地蔵峠

伊島

前島

棚
子
島

くうやしょうにん

離島で過ごす最高の週末

集
落

そうだ！　　へ
行こう伊島

紀伊水道にぽっかりと浮かぶ桃源郷、伊島。
蒲生田岬の東方沖約６㎞に位置し、伊島、前島、棚子島の３島からなる四国の最東端の島。
黒潮の恵みを受けた温暖な気候は亜熱帯植物などの希少植物を育み、集落地を除く全域が室戸阿
南海岸国定公園に指定されている。島の周囲は無数の荒磯からなり、イセエビやアワビなどの良
好な漁場であるとともに、県下有数の磯釣り場にはグレやタイを狙って多くの釣り人が通う。
可
か

憐
れん

な花を咲かせるササユリを鑑賞しながら「西国三十三番ミニ霊場」を巡ったり、湾内を七色
に染め上げる納涼花火大会を堪能したり…楽しみ方いっぱい。ちょっとの船旅で触れられる島の
魅力を見つけに行こう。

漁港周辺に約80世帯190人が暮らす 日本の重要湿地500に選定

伊島発 答島発
１便   7：00   8：30

２便 10：00 12：30

３
便

11～１月 14：45 16：15

２・10月 15：15 16：45

３～９月 16：00 17：15

伊島へのアクセス（答島港から出船/約30分）

運賃（片道）　大人1,020円　小人510円
問 伊島連絡交通事業㈲（☎33ー1271）へ

就航船 みしま

伊島町会会長
神野 範雄 さん（65歳）
漁師。平成24年６月に町会長
に就任。民生委員も務める。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
近
く
て
遠
い
島
、
伊
島
。
今
年
は
、
近

く
て
近
い
島
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
た
だ
た
だ
潮
風
に
吹
か
れ
る
の
も
よ
し
、
夜
空
の
星
を
眺

め
る
の
も
よ
し
、
春
夏
秋
冬
、
伊
島
の
大
自
然
が
い
ろ
ん
な

顔
で
皆
さ
ん
を
迎
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
伊
島
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。



　

初
夏
の
伊
島
、
木
々
が
作
る
ト
ン

ネ
ル
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
西
国
三

十
三
番
ミ
ニ
霊
場
に
寄
り
添
う
よ
う

に
咲
く
サ
サ
ユ
リ
に
出
会
え
る
。
淡

い
ピ
ン
ク
の
可か

憐れ
ん

な
花
を
つ
け
、
ほ

の
か
に
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
島
の
方
た
ち
の
手
入
れ
が

行
き
届
い
て
お
り
、
明
る
い
林
床
を

好
む
サ
サ
ユ
リ
の
生
育
に
適
し
た
環

境
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
サ
サ
ユ
リ

は
、
島
の
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
る
。

　

サ
サ
ユ
リ
は
全
国
的
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
徳
島
県
で
も
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
昆
虫
の
力

を
借
り
て
受
粉
す
る
サ
サ
ユ
リ
に

と
っ
て
、
島
の
豊
か
な
自
然
と
多
様

な
生
物
群
は
大
き
な
味
方
だ
。
サ
サ

ユ
リ
の
清
楚
な
姿
に
癒
さ
れ
る
と
と

も
に
、
自
然
の
豊
か
さ
、
人
と
花
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
掛
け
て
み
て

は
。
サ
サ
ユ
リ
の
見
頃
は
６
月
上
旬

で
、
自
生
地
ま
で
は
片
道
30
分
～
１

時
間
ほ
ど
。
森
林
浴
で
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。（
文
・
河
井
さ
ん
）

春
サ
サ
ユ
リ

夏
納
涼
花
火
大
会

　
毎
年
８
月
14
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
納
涼
花
火
大

会
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
帰
省
す
る
人
も
多
い
。
早
打

ち
と
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
メ
ー
ン
に
、
連
続
で
打
ち
上

げ
ら
れ
る
花
火
が
湾
内
を
七
色
に
染
め
上
げ
る
。
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
迫
力
あ
る
臨
場
感
は
伊
島
な
ら

で
は
。
ク
ル
ー
ザ
ー
で
訪
れ
る
観
光
客
も
多
い
。

伊島芸術祭「楽園」2014
期間　7月20日㈰～8月10日㈰
※くわしくは７月号でお知らせします。
問 伊島芸術祭実行委員会（☎23ー1424）へ

河井雅子さん、開くん（津乃峰町）

５月頃に葉と花序を展開するヒメウラシマソウ。
平均気温 16度線の北限に位置する伊島では、貴
重な亜熱帯植物が見られる。

四
季
を

楽
し
む

伊
島
、い
い
島
。

新企画



　

四
国
最
東
端
に
位
置
し
、
室
戸
阿

南
海
岸
国
定
公
園
の
東
端
で
あ
る
伊

島
は
、
紀
伊
水
道
の
黒
潮
の
恵
み
を

受
け
、
徳
島
を
代
表
す
る
磯
釣
り
エ

リ
ア
の
一
つ
で
あ
る
。
磯
の
数
が
多

い
こ
と
か
ら
、
釣
り
大
会
な
ど
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

釣
れ
る
魚
種
は
四
季
を
通
じ
て
豊

富
で
、
チ
ヌ
、
グ
レ
、
イ
サ
ギ
、
真

鯛
、
青
物
な
ど
旬
の
魚
を
求
め
て
多

く
の
釣
り
人
が
訪
れ
る
。
私
も
そ
の

ひ
と
り
だ
。
自
宅
か
ら
短
時
間
で
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
然
の
中
で
過
ご
す
一
日
は
、
何

事
に
も
代
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
ぜ

い
た
く
な
時
間
で
あ
る
。
魚
と
の
一

進
一
退
の
掛
け
引
き
は
ス
リ
リ
ン
グ

で
、
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
。
童

心
に
返
っ
た
気
分
で
ひ
た
す
ら
釣
り

に
没
頭
す
る
。
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
明
日
へ
の
活
力
に

も
つ
な
が
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
自

然
が
未
来
永え

い

劫ご
う

、
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

（
文
・
山
川
さ
ん
）

伊島の北東端、卒都婆崖に野尾辺の観音堂がある。島民はこれを「観音さん」と呼んでいる。
お堂の開基は古く、平安の昔に空也上人が島の難民を救済するために上陸し、卒都婆崖にお
堂を建て、十一面観音像を刻んで安置したことに始まるといわれている。訪ねる人はまれで
あるが、縁日の２月 18 日には人の山となる。島民は仕事を休み、学校も授業をやめて参拝
する風習がある。今も昔も変わることなく、島民の生活の中に観音信仰が生き続けている。

秋
磯
釣
り

冬
初
観
音
会

そうだ！伊島に行こう

釣
人

　

山
川
和
也
さ
ん 

（
43
歳
・
山
口
町
）

渡船料　磯5,000円
①棚橋金治郎（住吉丸）☎33−0788
②岡本　勝　（勝丸）　☎33−0797
③岡本眞二　（眞光丸）☎33−0794
④田村利主計（光洋丸）☎33−0802

①

②

③④
椿泊漁港

椿泊町

椿町
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ニュースオアシス

阿南の魅力再発見！
阿波学会が市内での調査結果を発表

見て、触れて、食べて、魚を好きになって
「漁ぎょ魚まつり2014」 大盛況！

日本女性会議が縁で交流始まる
阿Ｖ協の有志がたこ焼き販売で若者支援

四国市長会議を阿南市で開催
国へ要望する10議案をまとめる

四国４県38市の市長が一同に会し、国へ要望する共通
した課題について話し合う「第136回四国市長会議」が、
５月13日、阿南市で開催されました。開催市長として
岩浅市長は、「四国を取り巻く現状は依然として厳しい。
これからも共に手を携え、課題の解決に取り組みましょ
う」とあいさつ。議事では、地方行財政基盤の充実強化
や南海トラフ巨大地震対策、四国８の字ネットワークの
早期整備等について48の議案を採択し、その後10議案
に整理統合しました。６月の全国市長会の審議を経て、
国へと要望されます。
四国市長会議は年２回、持ち回りで行われており、本市
での開催は平成12年以来５回目。次回は、秋に愛媛県
東温市で行われます。

県内の自然や社会、人文科学などを幅広い観点から研
究する総合学術団体「阿波学会」による平成25年度調
査発表会が４月 27 日、文化会館で行われました。地質、
鳥類など14の調査分野のうち８分野で発表があり、約
100人が熱心に耳を傾けました。
道教に由来する「庚申信仰」を取り上げた民俗班の天羽
祥仁さん（51歳・大野町）は、庚申塔の調査と住民の
聞き取りを行った結果、信仰自体は衰退しているが、個
人で庚申塔をまつる信仰は続いていると報告。参加者か
らは、「自力で調べられない専門性の高い話を楽しめた」
といった声が聞かれました。阿波学会では、来年３月８
日に２年間の調査結果をまとめた最終報告会を行う予定
です。

ハモやタチウオ、天然わかめで日本有数の漁獲高を誇る
椿泊漁港で、新鮮な海の幸をＰＲする「漁ぎょ魚まつり
2014」が開催され、大勢の買い物客でにぎわいました。
会場では、タイやヒラメなど活魚をはじめ、イセエビや
アワビといった高級食材が安価で販売されました。また、
海の生き物と触れ合える子ども向けのタッチングプール
や魚のつかみ取りコーナーもあり、特設プールに放たれ
たハマチやチヌを手でつかみ上げると、大きな歓声がわ
き起こっていました。
主催した椿泊漁業協同組合の久米順二代表理事組合長は、

「魚食普及には、生きた魚を直接見て、触れて、本当の
おいしさを知ってもらうことが一番。イベントを通じて
もっと魚を好きになってほしい」と力を込めていました。

阿南市ボランティア連絡協議会の有志が、スケートボー
ドイベント「滑竹祭」の会場でたこ焼きを販売し、売上
金の一部10,932円を阿南スケートボード協会に寄付し
ました。日本女性会議の分科会活動で知り合ったのがき
っかけで、2 年前から交流を深めています。５月３日の
イベントには16人のボランティアが参加し、146パッ
ク（約３万円）を売り上げました。同協議会の呼びかけ
ボランティア副代表の吉尾卓典さん（67歳・那賀川町）
は、「お互いが元気になれたらうれしいです」と汗をぬ
ぐっていました。萩野さんは、「こうした連携は全国的
にも珍しく、若者にとって励みになります」と話してい
ました。寄付金は、イベント経費や協会の活動費に充て
られます。
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第２次阿南市男女共同参画基本計画
を策定　ダイジェスト版を全戸配布

23年の足跡が一冊の本に！
阿南・モンゴル野球交流の記念誌を発刊

環境保全などに役立てて
カタツムリスイーツの売上金の一部を寄贈

平成26年度から平成30年度までの５年間の男女共同参
画社会実現に向けた基本理念や行動計画などを定めた

「第 2 次阿南市男女共同参画基本計画（案）」が３月14日、
阿南市男女共同参画審議会から岩浅市長に答申がありま
した。答申にあたり会長の安藤寿武さん（79歳・畭町）
からは、「特に力を入れるべき内容や５年後の目標値な
どを具体的に盛り込みました。昨年の日本女性会議の成
功を糧に、さらなる男女共同参画社会の実現に向けて力
強く推進してほしい」と提言をいただきました。
市では、それを受けてすみやかに計画を策定し、市ホー
ムページなどで公表しています。なお、広報あなん６月号
にダイジェスト版を折り込んでいますので、ご覧ください。

大規模災害に備え給水車を購入
災害時には那賀町、美波町にも対応

市は、南海トラフ巨大地震などの災害や水道管の破損な
どによる断水時の応急給水に対応するため、約897万円
をかけて「給水車」を購入しました。2,000ℓのステン
レス製給水タンクを積載し、約25ｍの高さまで給水が
可能で、平常時は断水時の給水などに使用し、災害時に
は那賀町や美波町の応援給水にも対応します。
４月17日に橘地区防災公園で行われたお披露目式で、
岩浅市長は「命の水を運ぶ大切な車で、災害時に大きな
役割を果たしてくれるものと期待しています」とあい
さつ。給水訓練に参加した橘婦人会長の渡邉幸江さん
は、「早め早めの対策を心強く思います。橘地域でも防
災・減災訓練などで給水活動の大切さを伝えていきたい
です」と話していました。

旧那賀川町時代から始まった阿南市とモンゴル国の野球
交流の足跡をまとめた記念誌「阿南・モンゴル草の根
の国際交流」を、４月17日に発刊しました。平成３年、
１人の少年からの手紙で始まった草の根交流は、今年で
23年目。昨年には映画「モンゴル野球青春記」の全国
上映や阿南市からのモンゴル訪問など、交流の熱が増し
ているこの機に記念誌を発刊することになりました。
記念誌はＡ４判のカラー刷りで、28ページ。製作され
たのは1,000部で、市内図書館や小中学校などでご覧い
ただくことができます。在モンゴル日本国特命全権大使
の清水武則さんなど９人による寄稿文のほか、長年の交
流のようすが写真で収められています。

カタツムリの新種「アナンムシオイガイ」をモチーフに
したスイーツを企画・販売した阿南カタツムリスイーツ
の会が、売上金の一部11,098円をアナンムシオイガイ
が生息する加茂谷地域の住民組織「加茂谷元気なまちづ
くり会」に寄贈しました。売上金の１％を環境保全と地
域活性化に役立ててもらおうと、昨年 10 月末から３カ
月限定でケーキやクッキーなどを販売し、4,826個を売
り上げました。４月17日に市役所で行われた贈呈式で、
阿南カタツムリスイーツの会代表の岡澤孝浩さんから目
録を受け取った横井知昭さん（水井町）は、「貴重な浄
財をいただき感謝しています。地域の人と相談して有効
に使わせていただきます」とお礼を述べました。
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あなんカルチャー

■	みんなでピアノ物語　出演者募集
参加資格　小学１年生から一般の方
※ピアノを使わない演奏はご遠慮ください。
開催日時　８月23日㈯、24日㈰
場所　夢ホール（文化会館）
参加料　１人1,000円
※４人以上は何人でも4,000円とします。
募集期間　６月１日㈰～７月18日㈮
申込方法　①名前　②年齢　③住所　④電話番号
⑤演奏曲目（作曲者等）　⑥演奏所要時間（10分
以内）　⑦アンサンブルの場合は編成、譜面台、
いすの必要数　⑧23日と24日のうちいずれか都
合のつかない場合はその旨を記入　⑨ケーブルテ
レビ収録放映の可否を記入してメールまたは往復
はがきでお申し込みください。
申込み・問い合わせは
〒 774-0030　富岡町西池田 135番地１　文化会
館「みんなでピアノ物語」係（☎21－0808）へ
e-mail　etonne@stannet.ne.jp

日時　７月５日㈯　14:00開演予定
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料　※入場整理券が必要
入場整理券配布開始日　６月５日㈭
配布場所　情報文化センター、文化会館、市民会
館、各支所、各住民センター
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	あなんサマーコンサート
　	「徳島県警察音楽隊演奏会」

キティちゃんやサンリオキャラクターたちが阿南
市に遊びにきます！
日時　８月３日㈰　
①10:30開演（10:00開場）
②13:30開演（13:00開場）
※0～3歳のお子様は
　①のみ入場可。
場所　夢ホール（文化会館）　
入場料　全席指定2,000円
※3歳未満でひざ上１人は無料です。
※②のみ無料託児室あり（１週間前までに要申込）
チケット発売開始日　６月１日㈰
※チケット発売初日は１人１回５枚まで購入可。
チケット発売場所　文化会館、平惣書店（阿南セ
ンター店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店、徳
島店）、フジグラン阿南、アピカ、黒崎楽器、㈱
デューク
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	サンリオファミリークラシック
　「リボンの国の音もだち」チケット発売！

■	ジュニアコンサート
洋楽器を学ぶ子どもたちが練習成果を発表します。
日時　６月22日㈰　13:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　公募による市内在住の18歳以下の方
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

昨年、市民会館に大爆笑の嵐を呼んだ「週末よし
もと」がまたまた阿南にやってきます。今回は、
阿南市出身の江崎峰史さん（ゆったり感）も出演
します。
日時　６月29日㈰　２回公演
　　　①13:00開演（12:30開場）
　　　②16:00開演（15:30開場）
場所　市民会館　大ホール
出演　お笑いライブ（博多華丸・大吉、キングコ
ング、天竺鼠、ゆったり感ほか）、新喜劇（池乃
めだか、若井みどり、帯谷孝史ほか）
※出演者が変更になる場合があります。
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	全国お笑いライブ　週末よしもと
　「よしもとがまたまた阿南にやって来るよ！」

はじめまして
江崎峰史です
応援よろしく！

博多華丸・大吉

ゆったり感

池
乃
め
だ
か

Ⓒ’76,’93,’99,’14 SANRIO APPROVAL
No.SP550285
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阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
99

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
南
市
の
式
内
社
（
四
）

　
官
・
国
幣
社

　

神
が
人
間
を
造
っ
た
の
か
、
人
間
が
神

を
造
っ
た
の
か
。
歴
史
的
に
は
人
間
が
神

を
造
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
「
敬

神
家
」
は
目
を
む
き
そ
う
だ
が
、
最
後
ま

で
冷
静
に
読
ん
で
ほ
し
い
。

　

式
内
社
を
延
暦
十
七
（
七
九
八
）
年
、

官
・
国
幣
社
に
分
け
た
時
、
全
国
に
三
、

一
三
二
座
あ
っ
た
。

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
国
家
神
道

の
成
立
に
よ
り
式
内
社
か
ら
社
格
の
高
い

も
の
を
官
幣
大
・
中
・
小
・
別
格
社
（
式

内
社
で
は
な
い
。
楠
木
正
成
、
新
田
義
貞

な
ど
功
臣
）。
国
幣
大
・
中
・
小
社
に
分

け
た
。
し
か
し
、
戦
後
新
憲
法
の
政
教
分

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
。
実
施
時
間
は
約
30
分
。

※
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・要
予
約
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
大
型
望
遠
鏡
を
使

っ
た
夜
間
観
望
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月

か
ら
８
月
ま
で
は
土
星
を
メ
ー
ン
に
見
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８
時

～
、
９
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。

６
月
の
テ
ー
マ
「
今
夜
の
星
空
と
土
星
」

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

６
月
の
休
館
日

２
日
㈪
、９
日
㈪
、16
日
㈪
、23
日
㈪
、30
日
㈪

離
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
現

在
宗
教
法
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
神
階

　

天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
、
太
政
官

（
政
府
）
は
神
々
に
位
を
贈
（
与
え
）
っ
た
。

品ほ
ん

位い

は
四
品
以
上
四
階
級
、
位
階
は
正
六

位
上
以
上
十
五
階
、
勲
位
は
十
二
等
で
あ

る
。
つ
ま
り
太
政
官
（
人
間
）
が
神
社
に

対
し
叙
位
を
行
っ
た
。

　

人
間
の
意
志
・
裁
量
に
よ
っ
て
神
社
を

ど
う
扱
っ
た
か
、
忌
部
神
社
を
例
え
に
し

て
お
話
し
よ
う
。

　
さ
ま
よ
え
る
忌
部
神
社

　

明
治
四
年
、
忌
部
神
社
が
国
幣
中
社
と

決
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
確
な
神
社
が
な
い
。
麻

植
郡
川
田
の
種た

な

穂ぼ

神
社
、
板
野
郡
宮
島
の

八
幡
神
社
な
ど
五
社
が
候
補
に
あ
が
っ
た
。

し
か
し
、
ど
の
社
も
決
め
手
と
な
る
資
料

が
な
い
。

　

阿
波
出
身
の
国
学
者
・
小
杉
榲す

ぎ

邨む
ら

の
強

い
推
薦
で
、
種
穂
神
社
（
祭
神
天
日
鷲

命
）
が
忌
部
神
社
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

美
馬
郡
貞
光
村
西
端
山
の
杉
尾
神
社
惣
代

か
ら
待
っ
た
が
か
か
っ
た
。
こ
う
な
る
と

種
穂
神
社
惣
代
・
氏
子
も
黙
っ
て
い
な
い
。

両
社
の
話
し
合
い
も
う
ま
く
い
か
ず
、
と

う
と
う
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

東
京
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
て
明
治
十

四
（
一
八
八
一
）
年
、
一
月
七
日
、
太
政

大
臣
（
現
在
の
内
閣
総
理
大
臣
）
三
條
実

美
は
西
端
山
吉
良
名
御
所
平
を
社
地
と
定

め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
惣
代
や
住
民
に
と
っ
て
予

期
せ
ぬ
こ
と
が
起
き
た
。
国
幣
社
（
ほ
か

に
県
内
で
は
鳴
門
市
大
麻
町
の
大
麻
比
古

神
社
が
国
幣
中
社
で
あ
る
）
と
な
る
と
広

大
な
土
地
が
必
要
と
な
る
。
忌
部
神
社
を

裁
判
ま
で
し
て
誘
致
し
た
西
端
山
の
住
民

は
困
っ
て
し
も
う
た
。
国
幣
中
社
が
来
る

と
農
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
清
浄
地
と
い

う
こ
と
で
田
畑
に
人
糞
を
ま
く
こ
と
が
出

来
な
く
な
る
。
こ
う
な
っ
て
は
一
帯
の
農

民
は
生
活
出
来
な
く
な
る
。
筆
者
も
吉
良

地
区
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
西
端

山
辺
り
で
は
珍
し
く
広
い
農
地
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
西
端
山
の
住
民
た
ち
は
「
忌

部
神
社
は
い
ら
ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
情
報
も
入
手
し
た
種
穂
神
社
の

惣
代
・
氏
子
た
ち
も
「
う
ち
も
い
ら
ん
」

と
言
い
出
し
た
。

　

こ
れ
に
困
っ
た
政
府
は
明
治
十
九
年
、

徳
島
市
勢
見
山
を
忌
部
神
社
の
社
地
と
決

め
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
勢
見
山
は
忌
部

氏
と
何
の
関
係
も
な
い
土
地
で
あ
る
。

　

人
間
が
「
神
拝
を
造
っ
た
」
例
の
一
つ

と
し
て
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳島市二軒屋の忌部神社

セ
ン
タ
ー

科
学
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い
て
久
し
ぶ
り
に
学
校
に
立
ち
寄

っ
た
人
は
、
そ
の
懐
か
し
さ
に
涙

し
た
と
い
う
。

　

長
老
か
ら
「
元
気
く
ん
」
の
生

い
立
ち
を
聞
い
て
い
る
学
校
の
先

生
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

現
在
も
こ
の
木
を
と
て
も
大
切
に

育
て
て
い
る
。

　

最
近
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が「
元

気
く
ん
」
の
剪せ
ん

定て
い

作
業
を
し
て
い

た
と
き
、
低
学
年
の
子
ど
も
数
人

が
近
寄
っ
て
来
て
、「
な
ん
で
枝

を
切
る
の
？
か

わ
い
そ
う
だ
か

ら
や
め
て
」
と

泣
き
出
し
た
。

作
業
を
し
て
い

た
人
が
「
こ
れ

は
切
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
て
、

散
髪
し
て
い
る
の
だ
よ
」
と
諭
す

と
、納
得
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
、
う
れ
し

そ
う
に
教
室
へ
と
走
っ
て
行
っ
た
。

い
か
に
「
元
気
く
ん
」
が
大
事
に

さ
れ
、
子
ど
も
の
心
を
温
か
く
育

ん
で
い
る
か
が
分
か
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
名
の
と
お

り
、「
元
気
」
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

次
は
、
阿
瀬
比
町
の
前
田
敏
武

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

鹿
島
寿
美
子

原
発
の
捨
て
場
所
の
な
い
日
本
の
千
年
の
ち
も
蝉
時

雨
あ
れ

　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

東
京
の
息
子
ら
へ
想
い
を
は
せ
る
日
も
あ
り
て
八
十

路
の
歩
数
計
見
る

　
　
　
　
　
　

小
熊　

節
子

雨
傘
に
き
ら
ら
ぎ
の
雨
は
ら
ら
ぎ
て
ラ
ッ
パ
水
仙
イ

エ
ロ
ー
に
響
く

　
　
　
　
　
　

中
原　
　

一

月
の
さ
ま
に
浮
か
せ
し
彼
の
日
か
の
日
よ
り
だ
ん
ご

う
か
す
が
習
ひ
と
な
り
き

　
　
　
　
　
　

香
川
ミ
ヨ
子

立
秋
過
ぎ
炎
暑
続
く
も
雨
降
ら
ず
汗
を
拭
き
拭
き
稲

田
に
水
張
る

　
　
　
　
　
　

徳
川　

明
美

吾
が
耳
を
満
た
す
鈴
虫
キ
リ
ギ
リ
ス
闇
の
底
よ
り
沸

点
の
声

　
　
　
　
　
　

棚
野　

久
子

幸
せ
と
思
う
一
瞬
何
気
な
く
ご
は
ん
の
炊
け
る
匂
い

す
る
と
き

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

清
原　

眞
治

特
急
の
通
り
過
ぎ
た
り
花
の
駅

　
「
元
気
く
ん
」
と
は
、
桑
野
小

学
校
の
校
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
る

大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
呼
称
で

あ
る
。
お
よ
そ
10
年
前
、
弱
り
か

け
た
イ
チ
ョ
ウ

に
元
気
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
子

ど
も
た
ち
が
名

付
け
た
。

　

桑
野
小
学
校

は
、
明
治
８
年
、

近
く
の
片
山
氏

宅
を
借
り
て
創
立
さ
れ
、
明
治
35

年
に
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
。「
元

気
く
ん
」
は
こ
の
時
に
植
え
ら
れ
、

樹
齢
は
約
１
１
０
年
に
な
る
。
戦

時
中
は
食
糧
が
足
り
ず
、
校
庭
を

耕
し
て
イ
モ
を
作
っ
て
い
た
時
期

も
あ
っ
た
。
時
代
と
と
も
に
移
り

変
わ
る
校
庭
の
情
景
を
じ
っ
と
見

守
っ
て
き
た
。

　

地
元
の
人
た
ち
は
、そ
ん
な「
元

気
く
ん
」
を
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
こ
よ
な
く
愛
し
て
き
た
。
戦

地
か
ら
帰
っ
た
人
や
都
会
へ
出
て

　
　

藤
崎　
　

稔

ア
ロ
ハ
着
て
椰
子
の
葉
陰
や
ク
ラ
ブ
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
千
枝
子

病
院
の
歩
行
訓
練
花
を
見
に

　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

典
子

初
蝶
の
白
を
操
る
風
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

久
田　

美
恵

今
日
あ
り
て
愁
を
秘
め
て
花
に
酔
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

美
風

花
明
り
降
り
客
一
人
無
人
駅

高
尾　

房
枝

開
創
の
節
目
に
ぎ
わ
う
ツ
ア
ー
遍
路

　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

孝
則

遅
れ
じ
と
嶺
を
越
え
た
り
巢
立
鳥

水
口　

明
美

畦
道
に
た
ん
ぽ
ぽ
並
ぶ
𠀋
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

池
内　

明
美

車
窓
よ
り
歓
声
あ
げ
る
桜
か
な阿

南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

原　

公
美
子

欲
し
い
の
は
若
さ
を
く
れ
る
玉
手
箱

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

山
折
り
も
谷
折
り
も
あ
る
人
生
譜

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

余
裕
こ
そ
心
育
て
る
良
い
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

七
十
路
坂
見
上
げ
て
の
ぼ
る
途
さ
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

長
生
き
は
し
た
く
は
な
い
と
薬
飲
む

477

市
民
文
芸

桑
野
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

「
元
気
く
ん
」

桑野町
西崎 憲志さん
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阿南市立図書館だより
６月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業　）

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　14日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

夏休み期間中の特別貸し出し図書について
〈６月28日㈯から８月28日㈭まで〉

梅雨があけると、子どもたちの待ち望む夏休みですね。楽しい
夏休みを、ちょっぴり憂

ゆう

鬱
うつ

にさせるのが宿題の山。子どものみ
ならず、親も頭が痛いのでは？そんな時は図書館へどうぞ。夏
休みの宿題に役立つ本を取りそろえて皆さんを待っています。
ただし、これらの本には人気が集中しますので、上記期間中は
特別ルールで貸し出しを行います。

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  5日㈭ 上　中　分　館　前※ 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前※ 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

13日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前※ 15:00～15:30

19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※印の巡回場所に時間と曜日の変更がありますので、ご注意ください。

・なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

６月の巡回日程

羽ノ浦図書館　七夕おはなし会（入場無料）　

日時　６月28日㈯　14：00～15：00（受付13:30～）
場所　情報文化センター３階　視聴覚室
内容　・ブラックシアター「たなばた」
　　　・エプロンシアター「赤ずきんちゃん」
　　　・工作「ささかざりをつくろう！」ほか

●夏休みの本　特別ルール
貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数

課題図書
（小学校～高校）

１人１冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人１冊まで
（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人３冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人３冊まで
（３館あわせて）

調べ学習や研究で分からないことがあれば、カウンターの職員に
お尋ねください。

椿公民館前を新設しました。ぜひご利用ください。
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。８月号の締め切りは６月27日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

弁護士による
B型肝炎救済法
説明会・無料相談会

第８回オカリナグループ
たんぽぽコンサート 

Ｂ型肝炎特措法に基づく救済要件に該当す
るかについて説明します。
日時　６月14日㈯　13:30～17:00 
　　　（受付は16:00まで）
場所　商工業振興センター１階　
主催　徳島肝炎の会 /全国Ｂ型肝炎訴訟大
阪弁護団（国と基本合意を交わした弁護団）
※参加費無料、申込不要
問 弁護士　真鍋直樹（全国Ｂ型肝炎訴訟
大阪弁護団）（☎06－6110－9789）へ
●Ｂ型肝炎訴訟の相談　全国Ｂ型肝炎訴訟
大阪弁護団（☎06－6647－0300）へ
※平日10:00～17:00
　http://bkan-osaka.jp/

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　６月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート
とは何か、相続の手続き、成年後見制度な
どに関する相談
問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ

海上自衛隊
徳島教育航空群
地域ふれあい感謝デー
●海上自衛隊徳島教育航空群音楽祭
日時　６月20日㈮　18:30～（17:30開場）
場所　鳴門市文化会館
出演　海上自衛隊呉音楽隊
入場料　無料（ただし入場整理券が必要）
※入場整理券は鳴門市文化会館、阿南市役
所、自衛隊徳島地方協力本部、海上自衛
隊徳島航空基地正門ほかで配布します。

●海上自衛隊徳島航空基地一般公開
日時　６月22日㈰　8:00～15:00
　　　　　　　　　（7:30開門）
場所　海上自衛隊徳島航空基地
内容　徳島航空基地マラソン、ふれあいウ
オーキング、シミュレーター体験飛行、小
学生バレーボール大会、ちびっ子広場・風
船等工作教室

●徳島航空基地マラソン参加者募集
日時　６月22日㈰　9:30～12:00
申込方法　参加申込書および誓約書に必要
事項を記入のうえ、お申し込みください。
くわしくは、スポーツショップに備え付け
ている大会要領、または徳島教育航空群ホ
ームページをご覧ください。

問 海上自衛隊徳島教育航空群司令部広報室
　 （☎088－699－5111内線3234）へ

日時　６月29日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
内容　▼グリーンスリーブス▼大きな古時

計▼根尾の夏風に吹かれてほか
入場料　500円
チケット販売場所　平惣書店（徳島店、小
松島店、羽ノ浦国道店）、黒崎楽器阿南店、
音楽喫茶みき
問 オカリナグループたんぽぽ　
　 庄野（☎42－3022）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　６月12日㈭、26日㈭ 13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　（☎088－602－0553）へ

阿南高専公開講座
●ものの体積と温度の関係を調べよう
　－ガリレオ温度計を作ろう－
日時　７月27日㈰　9:00～12:00
場所　阿南高専　化学実験室
対象　小学５、６年生、中学生
受講料　無料（ただし傷害保険料が必要）
定員　20人
●ザリガニロボットを作って遊ぼう
日時　８月２日㈯　9:00～12:30
場所　阿南高専　物理実験室
対象　小学４～６年生（保護者同伴）
受講料　無料（ただし傷害保険料が必要）
定員　10人

申込期間　６月16日㈪～27日㈮
※定員になり次第締め切ります。
問 阿南工業高等専門学校総務課
　 企画情報係（☎23－7215）へ

労働保険の年度更新のお知らせ
平成25年度分の確定保険料と平成26年度
分の概算保険料の申告・納付手続を、「労
働保険確定・概算保険料申告書」により行
ってください。
更新期間　６月２日㈪～７月10日㈭
問 徳島労働局　労働保険徴収室
　（☎088－652－9143）へ

第２回
緑のカーテン
コンクール
出品作品募集 高校生のための英語活動ひろば

ＡＣＥ（エース） 省エネの夏に涼しい緑のカーテンを作りま
せんか。植物はゴーヤ、あさがお、公方百
薬など種類は問いません。多数のご応募を
お待ちしています。
対象　市内在住の方
申込方法　電話でお申し込みください。
申込締切日　７月20日㈰
表彰　８月下旬に表彰式を開催します。
※参加賞のほか、優秀作品には賞品も進呈
します。

問 ＮＰＯ法人やったろう－21　
　 石川（☎42－0140）または
　 荒井（☎42－0011）へ

県内の高校生が学校の枠をこえてＡＬＴ
（外国語指導助手）たちと英語が通じる喜
びを感じながら楽しく活動しています。他
校にお友だちもできますので、１人でも気
軽にご参加ください。
日時　６月22日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館 1階　図書室
対象　高校生　参加費　無料
問 英語活動ひろばＡＣＥ事務局
　 土井（☎23－5875）へ　※19:00以降
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

放送大学10月生募集
平成26年度第２学期（10月入学）の学生
を募集しています。放送大学はテレビ等の
放送やインターネットを利用して授業を行
う通信制の大学です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を
学べます。
出願期間　６月15日㈰～８月31日㈰
※資料は無料贈呈。放送大学ホームページ
でも請求できます。
問 放送大学徳島学習センター
　（☎088－602－0151）へ

阿南市森林組合事務所
移転のご案内
阿南市森林組合の事務所が福井町から橘町
に移転し、６月２日㈪から新事務所で業務
を開始します。
新事務所　ふるさと館内
〒774-0023　橘町土井崎115番地16
問 阿南市森林組合（☎34－3780）へ

夏休みバウンドテニス教室
参加者募集ＹＭＣＡ

夏のファミリー
デイキャンプ開催

開催期間　７月23日㈬～８月27日㈬
対象　小学生以上
参加費　無料
持参物　体育館シューズ

【サンアリーナ体育館（サブアリーナ）】
日時　毎週水・金曜日　14:00～16:00
※都合のよい時間にお越しください。
問 スポーツ総合センター
　（☎22－2300）へ

【阿南工業高等学校（多目的ホール）】
日時　毎週土曜日　20:00～21:00
問 青嵐バウンドテニスクラブ
　 戸井（☎49－1785）へ

日程
６月15日㈰　はじめてのカヌー！
７月13日㈰　はじめてのシュノーケリング！
時間　10:00～15:00
場所　ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
定員　各月20家族程度（先着順）
参加費　中学生以上　3,000円
　　　　幼・小学生　2,000円
持参物　ぬれてもいい服、ウオーターシュー

ズ（サンダル不可）、タオル、着替
えなど

※プログラム後、シャワー可
申込方法　電話でお申し込みください。
問 ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
　 （☎ 33－1221）へ

第５回阿南ごみゼロ夏祭り大作戦
ボランティア参加者募集!! 
阿南の夏まつり期間中、富岡商店街周辺の
４カ所にゴミ分別ステーションを設置し、
来場のお客様にゴミの分別・収集への協力
を呼び掛けます。分別のアドバイスやごみ
の散乱をなくす取組にご協力ください。
日時　７月25日㈮～27日㈰
　　　１部　18:00～20:30
　　　２部　20:30～22:00
場所　阿波電機前、牛岐城趾公園、松屋理
容室横駐車場（内町）、富岡西郵便局前
申込方法　電話または、阿南商工会議所ホ
ームページから申込用紙をダウンロードし
て FAXにてお申し込みください。
問 阿南商工会議所
　（☎22－2301・FAX23－5717）へ

手工芸品チャリティーマーケット
出品者募集
日時　８月23日㈯、24㈰　12:30～15:30
場所　夢ホール（文化会館）ホワイエ
参加費　500円（１組１テーブル）
定員　15組（先着順）
募集期間　６月１日㈰～７月18日㈮
※売上金の20％をチャリティー募金に寄
付していただきます。
※出品物は本人の手作りに限ります。
問 ＮＰＯ法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ

平成26年度国家公務員
採用試験の日程について平成26年度

警察官Ｂ
（男性および女性）
採用試験

採用試験の日程のうち、６月から受付する
試験を掲載しています。
高卒者試験
▼一般職試験（高卒者試験）
▼一般職試験（社会人試験（係員級））
▼税務職員

受付期間　
●インターネット
　６月23日㈪～７月２日㈬
●郵送または持参
　６月23日㈪～26日㈭
第1次試験日　９月７日㈰
※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　（☎087－831－4765）へ

受験資格　４年制大学を卒業した方、また
は平成27年３月31日までに卒
業する見込みの方以外

試験日　10月19日㈰　
※採用案内申込書は７月４日㈮から配布し
ます。
問 徳島県警察本部警務部警務課人事係
（☎088－621－2953）、
徳島県人事委員会事務局任用課
（☎088－621－3212）、
阿南警察署（☎22－0110）へ

第35回富士山・青少年
国際交流キャンプ参加者募集 
対象　小学３年生～中学３年生
期間　７月30日㈬～８月３日㈰
場所　山梨県本栖湖青少年スポーツセンター
定員　日本人80人、外国人20人
内容　富士登山、テント設営＆生活体験など
参加費　小学生90,000円、中学生104,000円
申込締切日　７月４日㈮
問 公益財団法人　国際青少年研修協会
　（☎03－6417－9721）へ

★

●福井小学校

ふるさと館内

●新野東
　小学校

55

55

35

24
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健康いきいき情報
 献血にご協力ください（６月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

14日㈯
フジグラン阿南 領 家 町 10：00～13：00

ローソン阿南才見店
（才見町青壮年同志会） 才 見 町 14：30～16：30

16日㈪

阿 南 警 察 署 富 岡 町 9：30～11：10
藤 崎 電 機 ㈱ 辰 己 町 12：40～14：00

国土交通省四国地方整
備局那賀川河川事務所 領 家 町 14：40～16：10

実施日 採血場所 所在地 採血時間

19日㈭

㈱シャイネックス
（旧：精研） 大 潟 町 10：00～11：30

藤 井 病 院 見能林町 13：00～14：10
阿南工業高等専門学校 見能林町 14：40～16：30

24日㈫
加 茂 谷 運 送 ㈱ 楠 根 町 9：30～10：50

阿南農業協同組合
（アグリあなん） 桑 野 町 12：40～14：00

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

不妊治療費助成制度
市では、少子化対策の一環として、不妊治
療を受けられているご夫婦に対して経済的
負担の軽減を図るため、治療費の一部を助
成しています。
対象者　次の要件をすべて満たす方
▶阿南市内に１年以上住所を有すること
▶法律上の婚姻をしている夫婦
▶徳島県の不妊治療費の助成対象（徳島県
こうのとり応援事業の承認を受けた方）で
あると認められていること
対象となる治療　体外受精、顕微授精
助成額および助成期間　１年度当たり治療
費の範囲内で10万円を限度に通算５年間
申請方法　必要書類を保健センターに提出
してください。
申請期間　治療が終了した年度内
問 保健センター（☎22－1590）へ

まむしにご注意!!
まむしが活動し始める季節です。山などに
でかけるときは十分注意しましょう。もし
も咬まれた時は、一刻も早く医師の診断を
受けてください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

食生活改善推進員養成講座
の受講生募集

いきいき
健口フェア

～地域における食育活動を推進する
ボランティアとして～

対象　市内在住の方で、全講座を受講し、
終了後食生活改善推進員（愛称：ヘ
ルスメイト）として活動していただ
ける方

日時　７月16日㈬ 、９月17日㈬ 、11月
19日㈬、平成27年１月21日㈬の
10:00～15:00（全４回）

場所　ひまわり会館
内容　食生活改善推進員としての基本講義

と調理実習など
募集人数　15人
申込締切日　６月30日㈪
問 保健センター（☎ 22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　６月12日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたのまちで阿波踊り体操を
してみませんか？
阿波踊り体操指導員があなたのまちに伺い
ます。ご希望の日時をご相談ください。く
わしくはお問い合わせください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

日時　６月８日㈰
　　　10:00～12:00
場所　ひまわり会館
幼児から児童対象
▶歯の健診・相談　▶ブラッシング指導
▶人形ペイント　▶まゆ玉はこびゲーム
▶フッ素でむし歯予防　▶歯のクリーニン
グ体験　▶図画、ポスター、標語の優秀作
品の展示・表彰
成人対象
▶歯の健康相談▶歯ブラシソムリエ▶簡易
健口チェック（口臭・唾液・血糖値・細菌）
▶口腔がん検診（徳島大学歯学部口腔外科
がん治療認定医による検診　定員40人）
▶記念品・歯ブラシ（先着300人）　
主催　阿南市那賀郡歯科医師会
協力　徳島大学歯学部、徳島県歯科衛生士
会・四国歯科衛生士学院専門学校
問 保健センター（☎22－1590）へ

がん検診を受けましょう！
本市では全死亡者のうち約３割の方（231人）が、がんで亡くなられています。
がんは早期発見・早期治療で治る病気といわれており、阿南市においても、平成25年度
の検診で、21人（胃がん３人、肺がん１人、乳がん９人、子宮頸がん１人、大腸がん７人）
のがんが発見され、早期の治療により尊い命が救われています。
しかしながら、本市のがん検診受診率は依然低い傾向にあります。
市では、こうした現状をふまえ、医療機関検診と集団検診を組み合わせて 1年を通し、
受診しやすい体制を作っています。今年も 7月からがん検診を実施しますので、必ず受
診しましょう。
がん検診受診券（赤いはがき）の送付　６月下旬
検診日程等　広報あなん７月号でお知らせします。
問 保健センター（☎22－1590）へ

マムシ血清配置場所（５～ 10月の配置）

配　置　先 所在地 電　話

馬原医院 新 野 町 36ー3339

原田病院 富 岡 町 22ー2715

加茂谷診療所 加 茂 町 25ー0200

阿南医師会中央病院 宝 田 町 22ー1313

阿南共栄病院 羽ノ浦町 44ー3131

がん
26％

老衰
８％

心臓病
12％

その他
33％

肺炎
11％脳卒中

10％

阿南市の死亡原因（平成23年度） 阿南市のがん検診受診率（平成25年度）
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６月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
３日㈫、6日㈮、10日㈫、13日㈮、
17日㈫、24日㈫、27日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
６月

児童手当の現況届は、6月 1日現在における養育状況等を記載し、引き続き児童手当を
受けられるかどうかを確認するためのものです。該当者には、あらかじめ市から関係書類
を送付しますので、現在、児童手当を受給されている方は、お早めに現況届を提出してく
ださい。なお、現況届の提出がない場合は、6月分からの児童手当を受給することができ
ませんのでご注意ください。
提出期限　6月30日㈪　　提出先　こども相談室、各支所、各住民センター
問 こども相談室（☎22－1677）へ

（※＝要予約）
  2日㈪　シャボン玉大会
　　　　　(雨天時：3日→4日→5日)
  6日㈮　高齢者とのふれあい会※
  9日㈪　健康相談・発育計測
11日㈬　クリーン作戦※
12日㈭　ミュージックケア（乳児）※
13日㈮　父の日のプレゼント作り
16日㈪～20日㈮　フリーマーケット
19日㈭　ミュージックケア（幼児）※
23日㈪　発育計測
26日㈭　お誕生会
27日㈮　おはなしコロリン
30日㈪　笹飾り製作
※行事によっては有料、申込みが必要とな
りますのでくわしくは、お問い合わせくだ
さい。
問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 〜 16:00

児童手当の現況届は６月30日㈪までに

●おはなしひろば
ぜひ親子で気軽にお越しください。
日時　６月14日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック3階　保育室
内容　絵本の読み聞かせ、うた、出し物
　　　手作りおやつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育
　（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

  3日㈫　体を動かして遊ぼう
10日㈫ 「歯の健康について」
  歯科衛生士によるおはなし
17日㈫　おはなしのポケット
24日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日	 8:30～12:00
	 14:00～15:30

  3日㈫　歯のおはなし
10日㈫　おはなしだいすき
19日㈭　子育て講座
24日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　	 平日	 9:00～14:00

  3日㈫　みんなで遊ぼう
10日㈫　おはなしのポケット
17日㈫　みんなでクッキング

「パンを作ろう」
※要予約、参加費100円

24日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター	 平日	 9:00～14:00

「おはようございます」
毎朝、通勤する時に出会う数人の小学生
は、元気にあいさつをしてくれます。お
うちの人がきちんと教えているのかなあ、
それとも学校の先生が教えているのかな
あと思いながら、私はうれしい気持ちに
なります。
そういえば、私が子どもだった数十年前
は近所の大人の人が、子どもの顔を見た
ら「おはよう」とか「こんにちは」と先
に声をかけてくれて、それで私たちはあ
いさつを学んできたように思います。
昨年、外国から留学してきている韓国や
オーストラリア、インドネシアの方々と
お話しする機会がありました。どの国の
方も、「日本人は、道で出会った知らな
い人でも、よくあいさつをしてくれるの
が最初は不思議だったけど、慣れたらす
ごくいい習慣だなあと思えるようになっ
てきた。こういう国はほかにはないね」
と話されていました。
あいさつは、日本の伝統的な文化であり、
日本人の心なのかもしれませんね。
まず身近な周りの子たちから、そして阿
南市じゅうの子たちへ、あいさつがちゃ
んとできる子を私たち大人が育てていき
たいものですね。　　　　　学校教育課 

子 育 て 一 言 メ モ
−まずは、私たち大人から−

  3日㈫　保健師による身体計測
※母子手帳持参

10日㈫　ペットボトルでミニ菜園
17日㈫　パネルシアター
24日㈫　お誕生会
6日㈮、13日㈮、20日㈮、27日㈮

うたって遊ぼう

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日	9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

かもだ岬温泉保養センター
【６月の休館日（月曜日）】
　２日、９日、16日、23日、30日

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21 － 3030）へ

て ひ ろば育子
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ア
テ
ネ
、
北
京
五
輪
日
本
代
表
の
土

佐
礼
子
さ
ん
に
見
初
め
ら
れ
今
年
４
月
、

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
に
正
社
員
と

し
て
就
職
し
た
。
徳
島
駅
伝
で
は
女

子
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
。「
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
」

と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
実
業
団
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

会
社
で
は
企
業
営
業
第
二
部
第
二
課

に
所
属
し
、
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。

「
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
、
朝
と
昼
の

２
部
練
習
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
人
の

多
さ
と
標
準
語
に
早
く
慣
れ
た
い
で

す
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　

第
60
回
記
念
徳
島
駅
伝
で
の
活
躍
は
記
憶

に
新
し
い
。
初
日
の
女
子
エ
ー
ス
区
間
（
16

区
４
・
９
㎞
）
で
、
名
だ
た
る
社
会
人
ラ
ン

ナ
ー
を
抑
え
見
事
、区
間
賞
に
輝
い
た
。「
去

年
は
体
調
不
良
で
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ

た
だ
け
に
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
声
を

弾
ま
せ
た
。

　

収
穫
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
招
待

選
手
の
木
﨑
良
子
選
手
（
ダ
イ
ハ
ツ
）
と
の

夢
の
競
争
も
実
現
し
た
。「
め
っ
ち
ゃ
早
か
っ

た
で
す
」
と
興
奮
気
味
に
話
す
折
野
さ
ん
。

世
界
を
舞
台
に
戦
う
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

オ
ー
ラ
を
肌
で
感
じ
、
も
っ
と
上
を
め
ざ
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
た
。

　

陸
上
と
の
出
会
い
は
小
学
４
年
の
と
き
。

シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
高
橋
尚
子
選
手
が
見
せ

た
歓
喜
の
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
に
心
を
動
か
さ

れ
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
む
傍
ら
、

駅
伝
大
会
な
ど
で
活
躍
し
、
走
る
楽
し
さ

を
覚
え
る
。

　
「
根
っ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
練

習
を
休
ん
だ
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
母
、
百
合
子
さ
ん
。
今
も
競
技
の

根
底
に
あ
る
「
負
け
ん
気
」
と
「
ね
ば
り
」

を
身
に
付
け
た
の
は
、
こ
の
頃
だ
っ
た
。

　

本
格
的
に
陸
上
を
始
め
た
の
は
高
校
か

ら
。「
屋
外
で
の
練
習
に
慣
れ
る
ま
で
が

大
変
で
し
た
」
と
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、

実
力
者
の
走
り
方
を
観
察
し
て
技
術
を
学

び
、
楽
し
む
こ
と
で
力
を
つ
け
て
い
っ
た
。

２
年
生
で
団
体
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
る
と
、

素
質
が
花
開
き
始
め
る
。

　

大
学
は
、
あ
の
高
橋
選
手
を
輩
出
し
た

大
阪
学
院
大
学
へ
。
名
将
、
志
水
貢
一
監

督
の
下
で
走
り
の
技
術
を
磨
い
た
。

　
「
大
学
の
練
習
は
き
つ
く
、
つ
い
て
い

け
る
か
不
安
で
し
た
。
周
り
か
ら
の
刺
激

は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

同
期
は
３
人
。
そ
の
中
に
名
門
、
須
磨

学
園
の
エ
ー
ス
も
い
た
。
強
い
仲
間
は
自

分
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
戦
友

で
も
あ
る
。
２
年
生
で
憧
れ
の
全
日
本
大

学
女
子
駅
伝
を
経
験
す
る
。
監
督
か
ら
勧

め
ら
れ
た
「
ウ
オ
ー
ク
ジ
ョ
グ
（
１
分
間

に
２
０
０
歩
の
ペ
ー
ス
）」
で
フ
ォ
ー
ム

を
確
認
し
な
が
ら
、
無
駄
の
な
い
走
り
を

追
求
。
高
橋
選
手
ら
が
名
を
連
ね
る
学
内

歴
代
記
録
を
次
々
と
塗
り
替
え
て
い
っ
た
。 　

熱
い
走
り
と
は
対
照
的
な
の
が
そ
の
人
柄
。

温
厚
で
笑
顔
に
は
少
し
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
。

趣
味
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
休
日
は
友
人
と
よ

く
買
い
物
に
出
掛
け
る
と
い
う
。「
オ
ン
と

オ
フ
の
切
り
替
え
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
、
ひ
と
た
び
陸
上
か
ら
離
れ
る
と
普
通
の

女
の
子
に
戻
る
。

　

卒
業
を
間
近
に
控
え
た
３
月
９
日
、
自
身

初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
名
古
屋
ウ
ィ
メ

ン
ズ
）
に
挑
戦
し
た
。
出
場
し
た
大
学
生
の

中
で
は
も
っ
と
も
速
い
２
時
間
33
分
51
秒
で

ゴ
ー
ル
。「
今
ま
で
の
レ
ー
ス
で
一
番
き
つ

か
っ
た
。
気
持
ち
が
途
切
れ
た
ら
そ
こ
で
終

わ
り
。
我
慢
し
続
け
た
分
、
達
成
感
は
と
て

も
大
き
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
長
距
離
が
好
き
。
体

力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
強
い
精
神
力
が
求
め

ら
れ
る
世
界
だ
。
大
学
３
年
生
の
終
わ
り
に
、

足
を
け
が
し
て
練
習
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
時
、
少
し
で
も
チ
ー
ム
の
力

に
な
り
た
い
と
、
誰
よ
り
も
早
く
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
出
て
練
習
の
準
備
に
汗
を
流
し
た
。
４

年
生
に
な
っ
て
か
ら
も
続
け
た
。
陸
上
と
向

き
合
う
ひ
た
む
き
な
姿
勢
が
、
折
れ
な
い
強

い
心
を
育
て
て
い
る
。

　

夢
は
、
日
本
代
表
選
手
に
な
っ
て
世
界
で

活
躍
す
る
こ
と
。
小
学
校
の
卒
業
文
集
に
そ

う
つ
づ
っ
た
。
チ
ー
ム
に
は
渋
井
陽
子
選
手

も
在
籍
し
、
心
強
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

「
今
は
、
地
道
に
練
習
を
重
ね
て
一
歩
一
歩

進
む
だ
け
。
自
分
の
走
り
で
応
援
し
て
く
れ

る
人
を
喜
ば
せ
た
い
。
人
と
し
て
も
愛
さ
れ

る
ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
た
ら
」と
、力
強
く
語
っ

て
く
れ
た
。

人
と
し
て
も
愛
さ
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
た
い

実業団入りし 世界をめざす22歳
輝く

阿南人

小松島西高等学校を卒業後、大阪学院大学を経て三井住友海上火
災保険に入社。高校２年から６年連続で徳島駅伝に出場し、区間
賞（２回）や優秀競技者賞を受賞。阿南市の女子エースとして活躍。
大学では、女子の副キャプテンとしてチームを牽引。ハーフマラ
ソン、30㎞ロード、マラソンで学内歴代１位の記録を持つ。好
きな食べ物はシュークリーム。休日はショッピングを楽しむ。尊
敬する人は高橋尚子さん。

Profile　
おりの	かな （22歳・新野町出身・東京都町田市在住）

折
野
加
奈 

さ
ん

Kana Orino
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突然ですが、皆さんは伊島に行ったことはあるでしょうか。瀬戸内国際芸術祭や出羽島・牟岐アート展など、四国の島々を舞台にした多彩なイ
ベントが繰り広げられているなか、今夏、伊島で芸術祭が開催されます。ぶらぶら散歩してこそ触れられる島の魅力を見つけに行きませんか。「広
報編集長の小窓」でも、伊島の魅力をたっぷり紹介しています。（山田）
新開桜の舞台裏に密着させていただき、練習中の真剣な空気を肌で感じました。華やかな舞台の裏には、それ相応の厳しい練習の積み重ねがあ
るということを再認識。「大変だったけど、終わってしまうのはなんか寂しい…」。本番の後、誰かがそうぽつりと呟いた言葉がとても印象的で、
今も耳に残っています。（相田）

編集室の

窓

６月の市税

■市　県　民　税（第１期、全期）
■国民健康保険税（第１期）
　納期限は、６月30日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税と固定資産税（全期）の口座振替済通知書は
すでに郵送しています。市県民税（各期）、固定資産税（各
期）、国民健康保険税の口座振替済通知書は26年度最終
納期後に郵送する予定です。

日曜相談窓口  29日㈰  8:30～17:00（市役所 1階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
１日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22ー1313
８日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22ー1313
15日 井 原 医 院 見能林町 ☎21ー0021
22日 岸 医 院 富 岡 町 ☎23ー0272
29日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22ー1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

６月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00
日	開催日　　　時	時間　　　所	場所　
予	予約受付　　問	問い合わせ先

６月の相談

法律相談（要予約） ５日㈭、19日㈭
時	13:30～16:30　所	市役所１階　市民相談室
予	１カ月前から　問	市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 10日㈫、24日㈫
時	9:30～11:30　所	市役所１階　市民相談室
問	市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 27日㈮
時	14:00～16:00　所	ひまわり会館１階
問	市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時	9:30～16:30　所	消費生活センター
問	消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ２日㈪
時	10:00～12:00　所	羽ノ浦公民館
問	人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 20日㈮
時	13:30～16:00　所	ひまわり会館１階
問	人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日	月曜日～金曜日（祝日除く）時	9：00～12：00
問	家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
時	10:00～15:00　所	市民会館内社会福祉協議会
問	社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日	３・10・17・24日　時	13:00～17:00
日	13・27日　時	13:00～16:00
所	市民会館２階　相談室　予	随時
問	男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時	9:00～15:30　所	市商工業振興センター
予	1カ月前から電話による完全予約制
問	徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※７月の相談日は３日㈭です。

スポーツ施設６月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 2・9・16・23・30日
那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・9・16・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・16・23・30日
県南部健康運動公園 3・10・17・24日

人口と世帯数

人口 76,393人	（−14）
（男）36,827人	（−	 1）
（女）39,566人	（−13）

世帯数30,108世帯（＋49）

※平成26年４月末日現在
　カッコ内は前月対比

６月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

４日㈬・18日㈬　17：15～18：15　市役所本庁１階
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地
域
を
象
徴
す
る
季
節
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

深
瀬
町
は
立
夏
の
時
季
が
そ
う
だ
ろ
う
。
新
緑

み
な
ぎ
る
那
賀
川
に
３
０
０
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

が
群
泳
し
、
午
尾
の
滝
が
勢
い
を
増
す
。
沿
道

に
は
４
千
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る
。

そ
ん
な
光
景
が
生
ま
れ
、
守
ら
れ
続
け
て
い
る

の
は
、
住
民
た
ち
の
思
い
と
活
動
に
よ
っ
て
で

あ
る
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
な
る
。
国
が
「
那
賀
川
築
提

事
業
」
を
推
進
し
、地
元
の
受
け
皿
と
し
て
「
深

瀬
未
来
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
水
害
か
ら
ま

ち
を
守
る
こ
と
は
住
民
に
と
っ
て
悲
願
で
も
あ

っ
た
。
総
代
の
松
﨑
孝
徳
さ
ん
（
67
歳
）
は
、

「
１
０
０
年
に
一
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑

に
進
め
た
い
」
と
結
束
を
呼
び
掛
け
た
。

　

取
り
組
ん
だ
の
が
、
誰
で
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
親
睦
旅
行
。
毎
回
30
人
近
く
が
参
加
す

る
盛
況
ぶ
り
。
旅
先
で
胸
襟
を
開
き
、
ふ
る
さ

と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。集
会
所
で
は
、

七
夕
飾
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
季
節
を
楽
し
む
。
去
年
か
ら
、
午
尾
の
滝
で

知
ら
れ
る
八
幡
神
社
で
五
月
人
形
の
企
画
展
も

始
め
た
。
鯉
ま
つ
り
に
一
興
を
投
じ
、
景
勝
地

の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
実
行
す
る
の
が
信
条
の

松
﨑
さ
ん
。「
い
い
な
と
思
え
ば
ど
ん
ど
ん
行

動
に
移
す
こ
と
が
大
切
」と
張
り
切
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
こ
の
ま
ま

で
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
だ
け
。
活
性
化
の

特
効
薬
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
住
民
同
士
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
会
話

が
弾
み
、
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
ま
す
。
活
動
に

は
み
ん
な
協
力
的
。
地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た

取
組
で
、
活
路
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
」

　

鯉
ま
つ
り
を
明
日
に
控
え
、
深
瀬
手
芸
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
、
数
カ
月
か
け
て
作
っ
た
自
慢

の
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
を
沿
道
に
飾
り
付
け
た
。

は
じ
け
る
笑
顔
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
と
、「
き

れ
い
に
写
し
て
よ
～
」「
モ
デ
ル
料
高
い
で
～
」

と
返
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
明
る
い
や
り
取
り
に

神
様
も
ほ
ほ
笑
ん
だ
。ま
つ
り
当
日
の
上
空
に
、

七
色
に
輝
く
光
帯
が
出
現
し
た
の
だ
。
偶
然
な

の
か
そ
れ
と
も
…
。
ま
ち
の
将
来
が
明
る
い
こ

と
を
予
感
さ
せ
る
。

　

見
上
げ
れ
ば
こ
い
の
ぼ
り
。
風
に
向
か
っ
て

い
る
と
き
が
一
番
元
気
だ
。
逆
境
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
深
瀬
の
人
々
の
姿
と
重
な
る
。

ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！
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